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平城宮第 71・ 72・ 73次発掘調査概要

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部が特別史跡「 平城ミ跡 」にかいて

行っている発狙調査の 多ち.昭和 46年 2月 以降に調査を開始 した第 71次 ・

72次及び現在調査を続行 している第 73次調査についてその概要 を報告する。

各次別の調査地区・発狙面積・期間は次のとか ♭である。

調査次教 発 掘 地 区 面積 2 発 掘 期 間

71次 Ｋ
Ｎ
Ｂ

Ｑ

Ａ
〓Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ａ
６
６

40.0 1971.2.16 ～  1971.4.

72次
ＧＰ

Ｃ
一　
一

Ｐ
Ｑ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
６
６

39。 2 1971.4.16ヘフ 1971.8.

73次 6AAq_B,D.F 43.0 1971.7.10～

第 71次調査 (馬 寮 )

調査地域は西南中門の東,第 25次 の調査地に接するところである。 この地域

はさきの第 63次調査同様「 馬寮 」の一部であり,西面中門の関係か らその南

の境界が推測されるところである。

検出 した主な遺構は掘立柱建物・相し・溝・井戸などである。

調査地域東部の柚 SA5950は ,官行の東を画するもので,今回 13間 分

を検出するとともに,その南端を確認することができた。 また この禍SA5950

の東 8翻 のところを平行 して,南北に走る鳥 8D5960は 榊↓の南端のほほ延

長線上で東に折れる。調査地域西北にある南北棟 SB6100は 第 50次調査

で,桁行 16間 ,梁間 2間 の建物であることが判明 していたものであるが,今

回の調査 によって西 allの 住列の南か ら3間 分だけ廂がつ くことが判明 した。調

査地域南辺 のほほ中央部 で一部分であるがバラス敷面を確認 した。 これは西面

中 P弓 より束に通 じる道路敷の一部分と推定される。

以上にあげた遺跡のほか,平安時代に属する井戸 4基 , 調査趣姑哄 では時期

不明ではあるが小規模な各種掘立柱建物が重複 した状態で検出された。 なた平
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城宮以前の遺構 として弥生時代・古塔時代の穴や溝がある。出土遺物は瓦・土

器が主なものであるが,他 の地域に比較 して量は少ない。瓦では藤原宮式がめ

だつ。

以上今回の第 71次 の発掘調査に よって官衛の南の境界を明らかにすること

ができた。 これによって,こ れなでに行なった 7回 の調査を含めて,一つの官

行の全規模を明確にすることができた。

官行ブロックは西面中門から西面北門にいたる南北 280翻 ,東西 120η の広

さである。 この範囲か ら掘立柱建物 。相七・築地をは じめ多数の遺構を検出 した。

建物群は数回にわたる造営が認められるが, これ らはすべて築地 と札に囲なれ

た区画内にある。 しか もこれ らの建物群は主に区画内の北部に集中 してかつ,

中央部は広い空間となっている。なた建物 rCは 桁行が 14間 ～ 21間 とい 多宮

の他の地域では見られない非常に間数の多い ものが集なっていることはこの地

域の特色 といえる。 これ らの建物が東西を 84紀 (28丈 )を へだてて南北に

走る相tSA3680と SA5950,北 は築地 SA6475で 囲まれているこ

とは先述のとか りである。南については西面中門 よう通 じる道路の一部 と思わ

れるバラス面及び東のIRli(SA5950),西 の相I(SA3680)と では若

干の出入 つがあるが東の榊1の南端を境界 と考えると南北は 254狗 (84丈 )

になる。

以上の ような官衛 デロックについては,す でに 1969年 度年報にかいて報

告 し, これを主馬寮 と推定 した。その後 ,今回衰での一連の調査 rCか ける出土遺

物の整理の段階で,墨書土器「内厩」 2点 ,「主馬 11点 を発見 している。

この発見によって少なくとも奈良時代末期に主馬穿 。内厩密なる官司が置かれ

たことがいっそ う確実視されるに至 った。以下,主馬・内厩両芥について若千

述べる。内厩寮は天平神護元年 (765)2月 ,こ 近衛府の設置 と同時にかかれ

た官司で,任官記事か らみると近衛府官人 との兼職が多い。 なた,主馬寮は設

置年時 を詳かにできないが,頭,助の任官が天応元年 (781)が 初見である。

一方,令制の左右馬寮は宝亀 10年 (779),左 馬頭正月 (牟者&支 )王 の任

官を最後に大同 3年 (808)ま で史料には見えない ことか ら,左右馬寄は主
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馬警 に統合されたものといえ よう。

このよ多に奈良時代末に設置された内厩,主馬両寮は大同 3年 (808)に

廃され, もとの左右馬寮が復活す るのである。上述のとか り,主馬 ,内 厩 と墨

書された土器の発見にまって,奈良時代末には,両寮がこの地域に存在 したこ

とが確定的 であるし,発見遺構の重複関係か ら奈良時代を通 じて同規模の官司

が存在 していたことが判明する。平安宮古図によれは,か かまその ところ宮城

西方の位置に左右馬黎が あつヵ 発姻調査による官衛の位置 もほほ これ と一致 し
ている。

第 72次 調査

第 72次調査は,昨年度にかこなった第 69次発掘調査を継続 し, この地区
の理解をさらに高める意図のもとに実施 した。発姻区の設定は 2ケ 所でかこな

い,その 1は第 69次調査であきらかになった正殿建物の北後方地域 (6ABP
一F・ G地区),そ の 2は第 69次調査地区の南前方地域 (6ABQ― C地区 )
である。

6ABP― F・ G地区は朱雀門中〕b線の北方延長上にあたり,佐紀丘陵末端
の台地上に位置する。

6ABQ― C地区は台地の南裾部で,朱雀門中サb線の東側にあたる。
発掘面積は6ABP地 区 2170房 , 6ABQ地 区 1750″ である。
発掘した遺構についての記述は 6ABP地 区と6ABQ地 区にわけてかこな
う。

6ABP― F・ G地区

検 出された主 な遺構は建物 8棟,塀 8条 ,溝 10条 な どで,か よそ A.B.

C。 三つの時期にわける ことが で きる。それ らは第 69次 調査 の時期区分 A.

B.C.と 一致す る。 ただ 69次 調査 で存在 した D期の遺構は今回検出され な

かった。

A 期
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B期造営の際にかなり大規模な削平 .整地が行われたためか,A期 に属する

遺構の残存状態は極めて良 くない。確実にA期 と認定できる遺構は,わずかに

溝 SD7165, 7167が 存在するのみである。

SD7165は 発掘区中央北 よつに位置する特異な溝状遺構であり,三 ケ所
で溝を北に屈曲させ凸字状の張 つ出 し部をつ くっている。張 り出 しの位置は中

軸線上及び中軸線か ら東西に 15解 の地点であるが,西側の張 つ出 しは一部 を

検出 したのみである。東張 り出 し部では東辺がそのなな南へ伸びていることを

確認 した。

この溝は深込 5～ 20∽程度の浅い溝で,底 に高低差が著 しく,水 を流 した

溝 とは考えに 〈い。 なた,南辺及び東張 り出 し部付近では溝の壁が殆 ど垂直に

立 ちあがった状態で残存 してお り,かそ ら〈凝灰岩等の切石を抜 きとった痕 と

考え られる。 このことは, SDク 165の 三ケ所の張 つ出 しが癖物の北面階段
の痕跡 である可能性を示 してか り, SD7165を 北限 とするかなり大規模な

基壇建物の存在を想定することができる。

この他,発掘区の南辺近 くに東西溝 SD7167が ある。 SD7167で は

張 ♭出 しの存在を確認 していないが,溝の堀 ♭方,埋上の状況等,SD7165

と共通する点 も多い。 これが SD7165と 対応 して A期の中心的殿舎の南を

限るものになるかど少か,た だちに断定はできない。

この地域では,第 69次調査で,木製階段 SX6601,樽 積みの段 SX

6600,建 物 SB6605等 の遺構が検出されていた。

SX6600は ,台地南端の地山を削 うとって設置された樽積みの段落であ

り,そ の基底部は, この一郭を囲む築地回廊内を南北に 3等分 した線上にのっ

ている。 これによって画された北方の台上には前殿風建物 として SB6605

(こ の建物 も柱堀 つ方が浅 く,礎石建物 になる可能性がある)を配 している。
さらに今回,その背後に正殿風基壇建物の存在を想定することができたわけで

ある。

B 期

敷地内を 10尺方眼地割 とし,そ の地割 にしたがって極めて規則的に建物 を

-4-



蠅置 した大規模な造営の時期である。なた この時期にはA期の構築面を削平

し,台地を南に拡張 している。発掘 した遺構は建物 5棟夕塀 3条 ,溝 3条等

である。

建物は, 69次 調査で検出 した正殿 SB6610の す く
｀
北に接 して SB

7150,さ らにその背後に各々 6η の距離をかいて後殿 SB7151,

7152を 配置する。

SB7150は 7× 3間の身舎の四面に廂をつけた東西棟であり,身舎東

から三間めの柱通 りに間仕切 うを設けている。 さらに身舎の北か ら一間めの

柱通 うには深さ 5～ 1002程の浅い小掘 ♭方列がある。 これを束柱 とすれは ,

構造上 この南 3物 の柱筋にも束柱列を必要 とするが,現存束柱穴の浅さから

みて削平されているのかも知れない。

この建物 とSB6610と の肉係については,両者が東西軒廊で接続する

か, あるいは SB6610が 2棟に分かれ,都合 3棟が並び堂風に軒 を接す

る場合が考え られるが,現在のところいずれ とも決 し難い。

後殿 SB7151は , SB7150の 北側柱列か ら北へ 20尺隔てて建て

られた 9× 2間 の東西棟であり, 69次 調査で検出 した東第四殿の西に並ぶ。

この建物は後 (B期の うち)に廃絶 し,同 じ位置に「 ヨ」字状の目隠 し塀

SA7 178, 7179, 7180が つくられる。 日隠 し塀は SB7151

よう全体にやや南へず らされ, 10尺方眼 にはの らない。

SB7151の 北 20尺離れた位置に SB7152が ある。やは ♭9× 2

間の東西棟で, SB7151と 全 く同規模 の建物である。同 じ〈東第五殿に

柱筋を捕iえ ている。なたこの建物には東第五殿 と同様,東か ら三間めに関仕

切 ♭が設け られている。

SB7152の 北及び西側には素掘つの雨落溝 SD7162, 7163が

ある。

正殿風建物 SB7150の 東 には東第七殿が置かれるが,こ の建物 SB

6650の 西半音bは今回の調査で検出されたものである。 3× 3間 の平面で,

南側中央間には 1× 1間 の突出部が付属 し,開 口施設 と考え られる。 SB

6650の 柱間は南北 10尺 ,東西 12尺 となっている。 この東西柱間の寸
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法が SB7150と SB6663の 間の距離 60尺 を東西に 5等分 した ものである

ことは既 に前回の調査で指摘されていたが,今回調査に まって再確認 した。

SB7150の 西には東第七殿に対応すると思われる西協殿 SB7155が ある。

今回東西 2間 分,南北 1間 分しか検出 していないが,東 か ら2間めの柱間が 15

尺 となつ,東第七殿 と異った様相を呈 している点は注目される。

この時期の中央建物群 (SB7150, 7151, 7152)か ら東 10尺 の位

置には前回調査分の延長として石敷溝 SD6608が 南流 している。 SD6608

は北方でかなり削平を受け, SB7152の 北側雨落溝 SD7163に つながるか

どうか薩認 し得なかった。 この溝の時期について,前回調査時には C期 に比定

されていたが,溝主軸線が 10尺地割にのることや,出土置物の時期か らみて ,

造営は B期 なでさかのぼると考え られることになった。ただ し,後に南方で流

路をつけかえ, C期東脇殿の雨落溝 として利用 した形跡があ♭,溝の一部は C

期なで継続使用された可能性 もある。

建物群の西側にもSD6608と 対林の位置に南北溝の存在を予想 したが,西

fllで はその部 分が道路敷の下 となって著 しく削平されていたため検出できなか

った。

この他 B期 に属する遺構 として SC6670が ある。 これは第二次内裏外郭北

面築地回臆の南柱列の延長線上 rCあ り,前回 6間 分が確認されていた ものであ

る。殆 ど肖」平されて,柱狙 う方の底に近い部分と若干の根石 しか残存せず,今

回は 5間 分の掘 つ方を検出 しただけである。築地回庫の中心部は一条通 つの道

路下に存在するものと思われる。

以上 B期 の遺構は 69次調査分と併せて,ほ ほその全貌 を把握することがで

きた。 SB6610,SB7150を 中心 として東に 7棟の協殿,北 に後殿 2棟 を

配置 し,かそ らく西TRlに も同様の協殿を配 したと予想される。 これ ら多 くの建

物 も, 中心殿舎 (SB6610, SB7150)と 後殿 (SB7151, SB7152),

あるいは中サb殿舎 と脇殿 といった まうに,位置,規模,構造の上か ら,対比的

にい 〈つかのグアレープとしてとらえることが可能である。また,脇殿の中でも,

南 4則 に位置 し府を有する建物 (SB6660,SB6663)と 後方の細殿風建物

(SB6666,SB6669),さ らには中心殿舎との間に配置される 2棟 の建
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物 (SB6640,SB6650)な ど,機能的 に も各 々かな りの相違 をもつ もの

と思われ る。 いずれ にせ よ,こ の よ多な建物蠅置は内裏地区や他の官衛地区 に

も現在 なで類 をみなか ったものである。

C 期

B期 に拡張 した台地上 をそのなな利用 してい るが,B期 と比較 して全体の規

模は縮少 し,蠅置 も大幅 に変更 している。地割法 もB期 にみ られた 10尺方眼 :

地害」は用いていない。

この時期 に比定 できる遺 構 には建物 3棟,塀 6条 ,溝 5条 な どが ある。

SB6620は C期の正殿 と考え られ る建物 で,今回 その北面 の廂部 分を検出

した。 この建物は身舎 7× 3間 (柱 間 10尺 )の 四面 に 14.5バ欄 の広 い廂 を

つけた もので ある。 北入 lHll柱 の掘 ♭方は全体 に浅 く,底 が 鉢状 に 〈ほんでか

り, うち幾つかには礎石裾 えつけ痕 と思 われ る根石が残存す る。 南入側柱列 で

も掘 ♭方 内に河原石かサー クノレ状 に並んでいたが,北側の ものに比べ,石 の ン

ベ /1/が やや低い。 SB6620に は身舎部 分だけ礎石 を用いた とも考え られ るが ,

あるいは部分的に根継 きを しただけ か も知れない。 この点 については更に検討

の要が ある。

SB6620の 東西妻柱列 よう内側 1間 めの柱筋か らは塀 SA7171,SA7 172

が北へそれぞれ 7間 のび (南及び北 の端間 12尺 ,他 5間は 9尺間),後 殿

SB7170の 南の隅柱につなが る。 この 2条 の塀は正殿・後殿間の内庭 を区画

する意味 をもつ ものであろ う。

SB7170は 7× 2間の身舎 (10尺 間)の 南北両面 に 14尺 間の廂 をつけ

た東西棟建物 である。 なた東西の妻柱か ら各 々 2間 めの位置 に間仕切 つを設け ,

全答 を 3つ の区画に仕切 っている。 この 多ち西側の区画内には長方形 プランの

上拡 SK7193が あ り,西 で石敷溝 SD7195(石 抜 き取 り痕跡 を残すのみ )

に,北 で素掘 うの溝 SD7189に それぞれつながっている。 SK719 3は ,浅

〈整 った掘 つ方 で,ゴ ミ捨 て用の上拡な どとは状況 を異に している。SD719 5

は西 か ら流れて SK7193に そそいでか う,SD7189は 土拡か ら北へ流れ て

いる。 SD7195か らとり入 れた水 を SK7193に 溜め, SD7 189で 排水 し

-7-



たものと思われ る。 この機能については明らかでないが,後殿 SB7170の 一

画に水を取 り扱 多施設が付属 していたことは注 目される。

SB7170の 東には協殿 SB6621が ある。 SB6621は 5× 2間 の礎石柱

身舎 (桁行柱間 8.5尺 ,梁 間 9尺 )に 掘立柱の南北両面廂 (12.5尺 間 )

をつけた東西棟建物で,南側柱通 ♭を SB7170南 面に揃えている。 なかこの

建物の身舎部分の柱掘 ♭方は,東西妻柱をのぞいて布掘 うとなっている。

塀 SA7173は ,東西塀 SA6624の 西端か ら北へ 6間 のびて SB6621の

西妻に接続する。柱間は南 5間が 9尺で, SB6621と の間は 13.5尺 と,

やや広 くなってか り,あ るいはこの部分が開口 していたとも考え られる。

SB6621の 北西隅柱か らは,や は ♭塀 SA7174が 北へ 1間のびるが, C

期の北 を限る東西塀 SA6626と の間は開口部 となる。

SA6626は 前回調査分の西延長上で 14間 (柱 間 10尺 )検出 し,さ らに

西へ続いている。

溝遺構 には前述 したものの他, SD7177,7175,6633な どがある。

SD7177は , SB7170の 南側雨落溝 (肖 1平 されて殆 ど残っていない)に

つながるものであ り,石敷溝 SD6608と 交叉 して東流 し, SB6621の 西妻

か ら西へ 10尺 の位置で北に折れる。北折 した溝 SD7175は 東西塀SA66 2 6

の北を東流するSD6633に そそ ぐ。かそ ら〈この段階に石敷溝 SD6608の

北半部 (SD7177以 北)は廃絶 したと思われる。

この他 C期 の遺構 として SA718 1, SX7182等 がある。東西塀SA7 18 1

は発掘区西端で 3間 分検出 したが,南北塀 SA7172の 南 1聞 めの柱につなが

る。柱間は西 2間が 17.5凡 東の 1間が 12尺 である。 SA7180が どのよ

うな意味をもっていたかは, SX718 2の 性格 とともに西地区の発掘になたね

ばならない。

以上 C期の遺構 を概観すると,中 軸線上に正殿 SB6620。 後殿 SB7170

を配置 し,正殿の東には,北妻柱通 つを正殿前面に揃えた脇殿 SB6622が 位

置する。さ らに後殿の東にも後殿 と建物前面の柱通 ♭を揃えた脇殿風建物 SB

6621が 存 在 している。
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この時期の遺構は,建物の配置 についてはもとより,柱間寸法を広狭多様に

使いわけ,な た塀によって敷地をとつか こんで内部を小さ〈区画するなど,B

期の遺構 とは大 きな変化を遂けている。 この ような建物配置は,塀の多用 とい

う点をも合めて,「 第二次内裏 」後官の配置に多くの共通性 をもっている。

6ABQ― C地区

6ABQ地 区は 6ABP地 区の台地上建物群のす ぐ前面にあた り,広い空間

地を必要 としたせいか,遺構の数は極 めて少ない。建物,塀 ,溝,井戸等の遺

構が分散的に検出されただけである。なたこの地区は台地の南裾部であり,遺

構検出面の L/ベ ブレにも, 6ABP地 区 との間に約 3物 の差がある。

遺構は整地上の層序か ら大略 3期 にわけ られる。 A.BoC,3期 の時期区

分は 6ABP地 区でか こなった時期区分に一致する。その他,所属時期不明の

遺構 も若千存在す る。

層位は基本的には,黄灰色粘質上の地山上に,茶祐色粘質土 (整地層 1)と

黄警色粘質上 (整地層 Ⅱ)が重なった状敲であつ,各層にはそれぞれ多量のバ

ラスが含なれている。

遺構にはこの三つの層各々か ら切 つ込んだ ものがみ られる。

A 期

A期 には溝 SD7142と 井戸 SE7145が ある。

SD7142は 中軸線か ら東へ約 20物 のところを南北に走る輻 lη 程の素頻

つの溝である。地山面か ら切 つ込んでか り,】しから南へ流れている。 この溝は

69次調査では検出されてかず, 6ABP地 区の遺構 との関係は不明である。

発掘区東北部では井戸 SE7145を 検出 した。 3.5物×3.2陶 の隅丸方形

プランの狙 ♭方をもち,深 さは約 2.5縮 を計る。井戸粋は残存せず,遺物 もわ

ずかに軒瓦,刀子が一点づつ出土 したに過 ぎない。黄禍色粘質土 と青灰色粘質

上の埋め上のあり方は,短時間内に一気に埋めた ような状況を示 している。一

応地山面で検出 した ものであるが,付近の整地上が削 られてやや明瞭さを久い

ているので,あ るいは B期 に降るかも知れない。

69次調査で検出 したバラス敷遺構 SX6603(碑 積段落 SX66oOの 前面
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にある)の延長ははっきう膳認 していないが,部 分的にバラスの多量に分布す

るところがあつ,かそ ら〈この地区 も当初は全面バラヌを敷いていたと思われ

る。

B 期

発掘区西北部で,東西 2間以上 (?),南 北 1間 の特殊な遺構 SX714 1を

検出 した。 SX7141の 掘 つ方は 3× 1物 の長方形 プランで,柱位置だけを一

段深 〈掘っている。柱間は東西約 6η ,南北約 4翻 あつ,非常に広い。仮 にこ

れを中軸線で西へ折 り返す と,東西 6間,約 36制 と極めて長い特異な平面に

なる。いずれにせ よこれなで平城宮でも例をみない遺構である。 これが どのよ

うな性格をもつ遺構であるかについては現在の ところよ〈わか らない。

この他にはB期 に比定できる遺構は認め られなかった。

C 期

この時期の遺構は整地層 Ⅱの面で検出されてか り,石敷の溝,素頻 うの溝な

どがある。

SD7133は 発翔区中央北辺で検出 した南北溝である。底 には河原石を敷き,

側壁にも石を用いた らしく,石の抜 き取 り痕跡を認めた。 この溝は 69次調査

で検出 した SB6622の 面側雨落溝 SD6612(2° 30/程 の傾斜で南下 して

いる)と 同一の線上にのっている。 もし拡張 した台地の南端が構内道路下にな

でのび, ここで SD6612か らSD7133に 流下するとしても,両者の落差は

lη以上になる。

SD7133は 南へ流れて素狙 うの東西溝 SD7132と 接する。 SD7132は

幅 5 0Cη 程の浅い溝で,中 軸線か ら約 33物 の位置まで西流 して,南北溝 SD

7131に流れこむ。 SD7131は SD7132と 同様の規模で,そ のまな発掘区

南端まで続いている。 この他, C期 に属する遺構には SX7138が ある。 sx

7138は ,発掘区北端で,東西 3.5η ,南北 2陶以上の範囲に凝灰岩がなとな

って分布 した遺構 である。凝灰岩は風化が著 しく,個々の形状は明らかでない。

その他

以上 3期 に分け られたものの他,所属時期不明の建物,塀,瓦器を出土する
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土拡等がある。

SB7140は SX7141の 南に位置 し,桁行 6間以上,梁行 2間 の東西棟建

物である。柱間は桁行 9尺,梁間 8尺で,掘 ♭方 も小さ く貧弱なものである。

方向も東 で南へかなり振れている。

SB7140の 東には 3× 2間,総柱の東西棟雑舎 SB7134が ある。 SB

7134の柱掘 つ方は,径 20～ 30師 の小さなもので,柱間寸法にも幾分バラ

つきがみ られる。 これ らの建物は,い ずれ も整地層 Iの 面で強出 したが,規模 ,

仕事内容等か らして, B, C期 に属するものと考え難い。

発狐区の中央か らやや南 ようの位置 に東西塀 SA7130を 検出 した。柱間は

10尺 で, 14間 分検出 したが,さ らに東西に続 くと思われる。 SA7130は

SX6600基 底部か ら南へ 150尺 の位置にあたる。なた 27次調査で検出さ

れた東西塀 SA3805(A期 相当の時期)か ら北へ 200尺 のところにあた り,

A期 とすれば区切 つのよい完数尺の位置 にあるが,層位の関係や方向の問題 (

東で北へ若干振れる)か らみて A期 とするには疑間がある。 なか,B, Cの い

ずれかの時期に置 くことについても現在のところ積極的な根拠 をもたない。

この他瓦器などを出土 した土拡がニケ所 に存在する (Mη 135,SK7 136)。

以上の ように 6ABQ地 区は遺構の分布密度が極めて低 〈,AiC期 を通 じ

て高台の建物群前面の広場であるとい う基本的な性格に変 うのなかったことが

明らかとなった。特に,「 第二次内裏 」正殿地区に並び,「 第一次内裏 」を予

想 した地区であったにもかかわ らず,終始「 広場 」としての性格をもち続けた

いとい うことは,む しろ 6ABP地 区がこの一帯の中心をな していた ことを物

語っている。

遺物 には瓦,土器などがあるが,量はさほ ど多 くない。瓦,土器 とも, SB

7150姓 抜取 り穴や SD7175等 からなとなって出上 している。

軒丸瓦は 6134型式が約 50%で 最 も多 く, 69次 調査 とやや異 ったあ♭方

をみせている。軒平瓦では 69次 同様,所謂東大寺式の 6732型式が多い。そ

の他,「 埋 」刻印平瓦が一点出土 している。

土器では, SB715 0の 柱抜取 ♭穴の出土資料で B期 の年代 をある程度かさ
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えることが できる。 SB7150出 土 の上器 は, SK219様 式 (天平宝字末年頃 )

と SK2113様 式 (宝 亀末年頃 )の それぞれに共通す る要素 を もっているが ,

SK2113様 式に とつ近 い といえ る。 これか らみると, B期 の造営時期は天平

末年 を遡 らず,か そ らく,天平宝字年間にかかれ る可能性が高い。

C期 の年代 を示す資料 には, SD7175の 出土土器が ある。 SD7175の 上

器は SIE3 1 1様式 (天 長頃 )に 似た様相 を示 している。 C期の下限が平安時代

に降 る ことは間違 いない。

この ような年代観か ら,こ の地区の A期 の 多ちに既 に「 第二次内裏 」が成立

していた ことは疑 いな く,両者 はか な ♭早 い段階か ら併存 した ことが明 らか と

なった。 この地区 の性格 の究 明が鵞、がれ るわけ であるが,現在の時点 では,こ

の地区 を,「 中宮 」,「 中宮院 」, あるいは「 西宮 」とい った「 内裏 」と密接

な関係 にある場所 とす る蓋然性 の強 い ことを指摘す るに留 めたい。

第 73次 調査

第 73次発掘調査は,第 2次内裏築地回廊の東南部分とその南にある東楼跡

の上壇周辺について面積約 36α を行っている。内裏内部の調査はすでに第 3・

9・ 12次等で若干行ってかつ,内裏の正殿を始めとする建物群,築地回庫な

どを確認 している。調査は現在進行中であつ,報告では検出した遺構の概要を

記述するにとどめてかく。

検出 した遺構は,内裏地区で東面・南面築地回廊,礎石建物 1,門 2,掘立

柱建物 6以上,袖 ,古墳周涅の一部である。東楼跡周辺では,礎石建物 1,相 |

列 1な どを検出した。

築地国廊は,南面 。東面 ともすでに発掘 した部分の延長で,今回は隅の部分

を調査 した。回廊の保存状態は南側の部分が とくに良好で,築地積土本体 と寄

柱礎石;叩 きしめた回廊六面,側柱礎石抜取穴,凝灰岩切石の雨落溝,雨落溝

と側柱礎石 との間には袋灰岩切石の石敷が残 っていた。東面の築地回廊では入

隅か ら 11間 目のところに東の一の門が開いてか つ,門 の礎石抜取穴を築地中
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共通 うにニケ所確認 した。南面回廊では東寄 うに 7間 ×4間の礎石建物が築地

本体になたがって検出された。 この建物は,南側の柱列を南面築地の南側柱列

に合わせて,な た北側は築地回廊の雨落溝を建物分だけ張 り出させ,建物の雨

落ちとしている。 この建物は,築地寄柱 と柱位置の関係や,床面,雨落溝か ら

みて築地国廊と一連の造営によるものとみ られる。階下に築地を包み こんだ楼

閣風の建物 と推定される。建物の基壇なわつrcは褒灰岩の切石が部分的に残存

している。            
´

この建物か ら西側 2間 目の南面築地国廊に門を検出 した。かそ らく木簡など

に記された「 角門 」に当るもの と思われる。 なか,築地回廊東南隅の南側部分

は後世の水田造作にまって大 き〈削つ取 られている。

築地回廊の内側では掘立柱建物 6凍分を検出 した。先の楼閣風建物の北には

礎石建物 と南北の妻通 つを合わせた 7間 Xl間 の東西棟建物があつ,礎石建物

との間を階段でつないでいる。 この東西棟建物の北には 3間 × 2間 の東西棟を

はじめ柱間の狭い建物かある。 このほか築地回廊造営以前に築かれた東西方向

の机列があるが,回 廊内の東寄 りで南北の袖列 と接 しているようである。

なか発掘地域は,第 9次調査及ひ電探で確認 した神明野 古墳の墳丘及び東側

の周涅の部分に当ってお ),墳丘裾の部分で一部埴輪が遺存 していた。

東楼跡の調査は,旧 来か らの上壇を中心に行っている。土壇は大半が後世の

積上で,わずかに高さ 1糊 ほどの基壇が残るにす ぎない。 この基壇上には,礎

石位置が根石などか らほ ゞ確かめられたが,現在なでに基壇規模 ,建物の状態

については明確 でない。

この楼跡の西側には南北方向の棚列があり,先の内裏内方の東西方向和ヽ列 と

結ぶ ものである。

出土遺物では,鬼 瓦 (カ ット)を始め,瓦類・土器類がある。軒瓦 では ,

6225-6663型 式の瓦が顕著である。ほかに 6133-6732型 式 も多 ぐ,

衰た藤原宮式の瓦 も認め られる。  ―
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附  平城宮跡出土植物遺体

平城宮跡発掘調査にともなって出土する植物遺体は,すでに文化財保護委員

会 F平城宮跡 』及び,単研究所 F学報 Ⅱ』で公表 したごとく多種多様にわたっ

ている。その後発頻調査の進展にともない,新たに資料を加えたのでここに一

括 して表示 してか く。植物遺合の出土 した場所は,木簡を多量に発見 した SK

820土 拡をは じめ,内裏外郭内・外事F外側・馬寮などに検出 した小土拡,市

庭古季の周簿などである。 これ らの遺体は,土拡が完全に地下水にとって包債

巡れているため,そ の保存状態は極めて良好 な状態にあったといえる。

植物遺外の調査鑑定は,小清水卓二氏,三木茂氏,小原二郎氏,竹岡政治氏

に依頼 し,最近のものについては平城宮跡発掘調査部で行った。

平城宮跡出土植物遺体

科 属 種 和 名 出 土 部 位

フ ラ ビ

カ  ャ

ナ  ギ

ツ  ガ

モ   ミ

ア カマ ッ

チ ョウセ ンゴ ヨ

ス  ギ

ヒ ノ キ

ヤナ ギ属

葉樹
枝
果
実
花
粉

渡
来
種

在
来

種

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

○

○

○

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

○

O

O

O

○

○

O

○
　
○
　
○O
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科 属 種 和 名

カフヤナギ

ヤマモモ

サ フグ/L/ミ

オエグ″ ミ

ナガグ″ ミ

ハ リサキォタフクグ″ ミ

ミゾナ ンオ雰 フクグ″ ミ

ヒメグ″ ミ

テ ウチ グ 7L/ミ

イ ヌ ン デ

クマ ンデ

ハ ンパ ミ

ツ ノハ ンバ ミ

ミズ メ

ハ ン ノキ

ク    リ

カン腐 _

ヨナ ヲ

クヌギ

カン フ

ナ ラガシ フ

ンラカン

アフカシ

ア カガン

葉樹
枝
果
実

花
粉

出 上 部 位

○

○

O

O

O

O

O

○

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O O

O

O

O

O

O

O

O

O

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

O

O

O

O

O

Ｏ

　

Ｏ

渡
来
種

在
来
種

講
類
水
車
車
本
蔓
性
木

落
業
樹

常
緑
樹

針
葉
樹
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科 属 種 和 名

イナイ ガン

ンイ属

スダ ジイ

ツブラジイ

アキニ ツ

ム クノキ

ケヤキ

エ ノキ

イ ン ミカフ

グムンバ

ホオ ノキ

カ ツラ

ハ   ス

オ エ バ ,ス

ム  ベ

アォ ッ プ ラ

ヤマ ョ ウバ ン

ナ  ン

サ ク ラ属

ア ンズ

ネ ッカ ア ンズ

十 ウ ヨア ンズ

マ ン シ ュ ウア ンズ

ウ  メ

葉樹
技

果
実

花
粉

出 土 部 位

O

O O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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Ｏ
　
Ｏ

○

○

○

Ｏ

ヽ
Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

○

　

○

Ｏ

　

Ｏ

○

O

○

○

群
類
水
革
車
本
蔓
性
木

落
葉
樹

常
緑
樹
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科 属 種 和 名

ヌ 毛 モ

モ  毛

コダ イモ毛

ヒメ コダ イモ毛

ノダ フジ

ナ ツフジ

クサ ネム

アヽ  ギ

ツ″ マ メ

ダ イ ズ

サ ンシ ョウ

セ ンダ ン

ア プ ラギ リ

ヤマ ウプレン   .

モ チ ノキ

タ フ ヨ ウ

イ ヌ ツグ

イ ロハ カ エ デ

ヤマ モ ミ ジ

トチ ノ キ

ェ ビ ゾ″

チ ャ

ツバ キ属

ツパ キ

○

○

O

出 上 部 位

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

OO

O

O
O

葉樹
伎
果
実
花
粉

9

9

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

()

○

t)

○

○

○

O

O

O

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

O

O

Ｏ

　

Ｏ

O

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

Ｏ

O

Ｏ
　
Ｏ
　
Ｏ

〇

〇

〇

〇

O

O

O

○

・渡
来
種

在
来
種

群
類
水
車
草
本
蔓
性
木

落
葉
樹

常
緑
樹

針
葉
樹
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渡
来
種

在
来
種

科 属 種 和 名 出 上 部 位

葉樹
枝

果
美

花
粉

群
類

水
卓

草
本

蔓

性
木

落
葉

樹

常

緑
樹

針
葉
樹

毛 ッコク

サ カキ

グ ミ科

ヒ  ン

リ ョ ウ ブ

シャクナ グ科

カ  キ

トネ リヨ

イボ グ ノキ

ネズ ミモチ

ンロネ

ナ  ス

ニ フ トコ

ガマズ ミ

ウ リ属

キュウ リ

アオ ウ リ

マ クフ ウ リ

キク科

イネ科

イ  ネ

ア  フ

コキ ビ

カサスグ

ハ イゴ ケ

○

○

O O

O

O

O

O

O

O

O

○

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

○

○

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O O

O O

O

O

O

O

O

O

Ｏ
　
Ｏ

○
　
○ Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

O

O

O

O

○

註  1.植 物名の排列順は主 としてエングラーの分類に従っている。
2.異実では外果皮・内果皮・種子などが出土 している。
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彙

面
嬢
地
口
癖

白面装推凰購

紫75衣発掘造構配置園
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第69次・72次発掘調査遺構
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面
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門




